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研究成果の概要 

研究担当者はこれまで、グラム陰性菌細胞表層成分であり代表的な免疫活性化物質として知られる

リポ多糖およびその活性中心糖脂質リピド A について、有機合成化学を基盤としたケミカルバイオロ

ジー研究を展開し、免疫機能と構造の相関を解明してきた。また近年は、生体内に生息する細菌に着目

し、免疫を中心とした様々な生命現象においてリピド A が鍵化合物として機能する、すなわちリピド

A を介した細菌-宿主間ケミカルエコロジーが存在することを提案してきた。本研究では細菌-宿主間ケ

ミカルエコロジーに基づくワクチンアジュバント開発戦略を推進する。具体的には、粘膜免疫制御組織

の共生菌 Alcaligenes faecalis を中心とした様々な細菌由来リピド A を安全で有用な粘膜ワクチンアジ

ュバントとして開発することで、経鼻・経口投与により全身免疫と粘膜免疫の双方が活性化可能な粘膜

ワクチン開発を目指す。 

 ２０２４年度は、化学合成した A. faecalis リピド A の機能評価を実施した。注射型ワクチンのアジ

ュバントとして既に実用化されているモノホスホリル型リピド A（MPL）と比較したところ、A. faecalis

リピド A が経鼻投与した際の粘膜免疫活性化において、特筆すべき優位性を示すことを確認した。 

また、化学安定性に優れた免疫活性因子のプールとして、黒酢の発酵過程に用いられている酢酸菌

Acetobacter pasteurianus に着目し、A. pasteurianus リピド A の化学合成を実施した。構造活性相関研

究により、A. pasteurianus リピド A のグルクロン酸部位が活性発現と耐酸性に大きく寄与しているこ

とが明らかになった。 
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